
 

 

第５５回学長定例記者会見 発表事項４  

 

平成２６年８月２５日 

 

～広島大学研究拠点（自立ステージ）紹介～ 

広島肝臓プロジェクト研究センター 
                           

    ［研究機能］ 

 

 

 先月の定例記者会見に引き続き、広島大学研究拠点紹介第 2 回目とし

て、今回は「広島肝臓プロジェクト研究センター」の研究概要について

ご紹介いたします。 

 

 

 

 

※ 広島大学研究拠点 

広島大学では、研究において既に世界的水準にある自立型の研究 

拠点を含め、世界トップクラスの研究大学として、国際展開力・発 

信力を強化していくため、その中心的役割を担う「研究拠点」、１０ 

拠点を選定しています。これらの研究拠点には重点支援を行い、特 

に、活発な国際研究活動を通じた国際研究ネットワークの形成によ 

り国際発信力を向上し、本学の国際的評価の向上に寄与することを 

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

（本拠点に関すること） 

大学院医歯薬保健学研究科   

教授 茶山 一彰 

TEL: 082-257-5190 

（研究拠点紹介に関すること） 

学術・社会産学連携室広報グループ 楠本 

TEL:082-424-6762 FAX:082-424-6040 

 



広島肝臓プロジェクト研究センター 

研究拠点リーダー： 

世界の肝臓研究を牽引-新規治療法の開発と世界で活躍する高度医療人育成を目指して- 

 茶山 一彰（医歯薬保健学研究院） 

広島大学大学院 

〒734-8551  
広島市南区霞1-2-3 
TEL  082-257-5190 
FAX 082-257-5194 

お問い合わせはこ
ちらから 

広島大学病院 

広島大学 

消化器・代謝内科学 

新着情報 
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広島大学は研究大学に認定されました 

機関名 配分予定額 

1 北海道大学 2億円 

2 東北大学 4億円 

3 筑波大学 3億円 

4 東京大学 4億円 

5 東京医科歯科大学 3億円 

6 東京工業大学 3億円 

7 電気通信大学 3億円 

8 名古屋大学 4億円 

9 豊橋技術科学大学 2億円 

10 京都大学 4億円 

11 大阪大学 3億円 

12 神戸大学 2億円 

13 岡山大学 2億円 

14 広島大学 3億円 

15 九州大学 3億円 

16 熊本大学 2億円 

17 奈良先端科学技術大学院大学 3億円 

国立大学 私立大学 

機関名 配分予定額 

1 慶應義塾大学 2億円 

2 早稲田大学 3億円 

機関名 配分予定額 

1 自然科学研究機構 3億円 

2 高エネルギー加速器研究機構 3億円 

3 情報・システム研究機構 3億円 

大学共同利用機関法人 



▶ 学長定例記者会見 

▶ 日系バイオ 
  テクオンライン記事 
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広島肝臓プロジェクト研究センターが広島大学の自立型の研究拠点に認定されました 



フェニックスバイオ 立野知世 
外科         大段秀樹 
内科         茶山一彰 

広島肝臓プロジェクト研究センターの沿革 

広島肝臓プロジェク
ト研究センター 
平成15年設立 

理学研究科 吉里勝利 
外科       浅原利正 
内科       茶山一彰 

 広島肝臓プロジェクトセンターは平成15年に理学研究科の吉里勝利教授、医歯薬学総合研究科
の浅原利正外科学教授(現広島大学学長)、茶山一彰消化器・代謝内科学教授の3名により、肝臓に

関する研究、知識の共有を目的に設立されました。設立当初は吉里勝利教授、立野知世博士によ
り作製されたヒト肝細胞を移植したキメラマウスを利用した、再生、ウイルス感染などに関する研究
を行うことを主な目的としていました。平成16年には広島大学のプロジェクト研究センターの一つとし

て認定され、現在に至っています。吉里先生が定年退官された後の後任にはフェニックスバイオ株
式会社の立野知世部長が、浅原利正教授が学長に就任され、その後は後任の大段秀樹教授が引
き続き研究活動を行っています。 

 センターの目指すところは、近未来に世界的に急増する肝不全・肝癌死に対して、世界でも広島大
学肝臓プロジェクト研究センターにしかない技術を生かし、各方面との共同研究体制を強化して、肝
疾患に対する新規治療を開発することです。又、研究の過程を通じ医師、大学院生、外国人ポスド
ク、コーディネーターの教育を行い、研究科の教育にフィードバックすることで、世界的な研究拠点を
形成し研究マインドを有する医療関係者の育成も行っていきます。 
 
 

ホーム ニュース メンバー 研究内容 業績 求人情報 沿革 



B型 C型 

3.5億人 1.7億人 

世界の肝炎ウイルスキャリア 
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C型肝炎ウイルス発見 

世界・日本の肝癌死亡は将来著増する 

Junko.Tanaka  Hiroshima Univ. 
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肝臓病で亡くなる人の病態 
肝臓癌---癌による死亡(転移、衰弱) 
肝不全(肝硬変末期)---腹水、黄疸、肝性脳症 
 
肝臓癌の治療 
 手術による切除 
 ラジオ波焼灼 
 放射線 
 化学療法 

非癌部の減少 
↓ 

肝不全へと進行 
(病的肝臓は再生しない) 

肝移植しか救う手がない 



肝炎、肝癌、肝不全に対する夢の治療は？ 

肝細胞移植による肝不全の治療 

免疫細胞移植による癌の治療 

遺伝子、細胞治療による肝炎ウイルスの根絶 

免疫細胞移植による肝炎、繊維化の治療 





バイオリソースレポジトリの設立と教育
研究拠点の形成 

バイオリソースレポジトリの設立の意義 
  iPS細胞、STAP細胞へ導入の準備 
  研究材料のタイムリーな提供 
  細胞工学士の育成 
  今後重要になるコーディネーターの育成 

ウイルス肝炎 肝癌 脂肪肝 



肝疾患のサンプル収集状況 
ゲノムDNA約2.5万例 
血清24万本 
肝炎組織550検体 
肝癌組織450検体 

移植可能(iPS細胞作製可能) 
肝細胞(液体窒素保存) 
70例 
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広島肝臓プロジェクト研究センターの研究力 



広島肝臓プロジェクト研究センターの研究力 

雑誌名 Impact Factor 論文数 

Nature Genetics  35.209 4 

Nature Medicine   24.302 1 

Gastroenterology   12.821 3 

Journal of Clinical 
Investigation  

12.812 1 

Hepatology   12.003 7 

Gut   10.732 1 

Journal of Hepatology 9.858 11 

Proc Natl Acad Sci USA 9.737 2 

最近5年間の主要な論文 



30 ugのRNAを 
 ヒト肝細胞キメラマウスの 
肝臓内に直接注入 

in vitro 
transcription 

Genotype 1b HCV感染性クローン 

HCVのreverse genetics 

HCV-KT9 - - - - - - GTGGGCATCTTCCGGGCCGCTGTATGCACC - - - 
3870 3899 

full length HCV 

Core E1 E2/NS1 NS2 NS3 
NS 
4A 

NS4B NS5A NS5B 
5‘ 3‘ T7P 

Spe 1 Xho 1 EcoR 1 Kpn 1 

Cla 1 

Xba 1 
2281 6699 9077 

9367 

9621 

世界で広島大学のみ実施可能な技術 
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抗ウイルス薬は単剤では容易に耐性を生じるが併用でウイルスを排除できる 

Ohara et al. J Hepatol 2011 

キメラマウスを使用した研究成果 



Natureのニュースに取り上げられたマウス 

ヒトへの経口剤のみの治療への応用 



C型慢性肝炎に対するNS3阻害剤とNS5A阻害剤の併用臨床
試験の成績 

Week 24 

IFNが使用できない症例(N = 135) 

Week 48 Day 1 

IFNの効果がない症例(N = 87) 

Genotype 1b 
N = 222 

Week 8 

ウイルス消失？ 
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経口薬2剤の併用治療 





On- treatment 

Post-treatment 

IFN intolerant 

On- treatment 

Post-treatment 

IFN ineligible naive 

耐性ウイルスの出現と治療の無効化 
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aa495 
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BMS-821095 
(NS5B) 

100 mg/kg 

Telaprevir 
200 mg kg, bid 

Reverse Geneticsを用いた多剤耐性ウイルス出現の証明 

NS3 V36A+NS5A L31V/Y93H 

Abe et al. Am J Gastroenterol 2013 

耐性 



ウイルス 
免疫 ヒトゲノム 

分子生物 
ゲノム編集 

iPS細胞 

ヒト肝細胞キメラマウス 

遺伝性肝疾患への応用 

新しい遺伝
疾患モデル 新しい免疫

疾患モデル 

免疫研究への応用 

新しい癌
モデル 

癌研究への応用 ウイルス研究への応用 
新しいウイ
ルス性疾
患モデル 

代謝性疾患への応用 

新しい代謝
疾患モデル 

 

張奕宙(中国) 

OMOKOKO, 

MAGOT 
DIATA(Kongo) 

 MAKOKHA, 

GRACES 

NASWA(Kenya) 

HASAN, Md. 

Zobaer 
(Bangladesh) 

HAYES 

C. Nelson 
(USA) 

ゲノムコホート 

ホーム ニュース メンバー 研究内容 業績 求人情報 沿革 



拠点の機能 
生体材料の備蓄(レポジトリー形成)と研究、人材育成 

世界的ネットワーク形成 

広島大学の研究機能の強化、国際化、国際的求心力強化 

インプットされる人材 
 

医師、歯科医師 
 

国内外ポスドク、 
大学院生 

 
看護師、薬剤師 

育成される人材 
 

研究マインドを持った 
医師、歯科医師 

 
研究力のある技術系職員、 

教員、研究者 
 

クリニカルコーディネーター 

広大センターでのみ可能な 
マウスの感染実験系 

広島大学 

新規治療開発 



将来展望 
地域別肝臓癌死亡（男女） 2010年 

0-5.9 

5.9-7.3 

7.3-8.7 

8.7-10.1 

10.1- 

国立国際医療センター
(国府台病院) 
肝炎・免疫研究センター 広島大学 

肝臓プロジェクト
研究センター 

肝疾患死亡の多い西日本にこそ肝臓研究の拠点を！ 
ナショナルセンター化を目指す。 

将来構想 
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